戦後漢文教育実践史の展開 : 『新しい漢字漢文教育』誌を中心に by 渡辺 春美
戦
後
漢
文
教
育
実
践
史
の
展
開
―
―
『
新
し
い
漢
字
漢
文
教
育
』
誌
を
中
心
に
―
―
渡　
辺　
春　
美
は
じ
め
に
―
問
題
の
所
在
―
　
漢
文
教
育
に
は
、
戦
後
（
一
九
四
五
年
〜
）
に
限
っ
て
も
七
〇
年
を
超
え
る
歴
史
が
あ
る
が
、
そ
の
内
実
の
史
的
把
握
は
十
分
に
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
漢
文
教
育
実
践
の
成
果
と
課
題
を
史
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
実
践
の
充
実
と
発
展
に
は
欠
か
せ
な
い
。
本
稿
で
は
、
史
的
把
握
の
一
環
と
し
て
、『
新
し
い
漢
文
教
育
』
の
創
刊
号
（
一
九
八
五
年
）
か
ら
誌
名
変
更
後
の
『
新
し
い
漢
字
漢
文
教
育
』
四
〇
号
（
二
〇
〇
五
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
漢
文
教
育
実
践
論
考
の
内
、
漢
詩
教
材
の
高
等
学
校
に
お
け
る
実
践
論
考
を
中
心
に
考
察
し
て
い
く
。
考
察
の
観
点
と
し
て
、
漢
文
観
、
興
味
・
関
心
・
問
題
意
識
の
喚
起
、
学
習
材
の
開
発
・
編
成
、
主
体
的
学
習
の
保
証
、
付
け
る
べ
き
読
む
力
の
設
定
、
協
働
的
学
習
、
創
造
的
読
み
と
批
評
、
学
習
者
に
よ
る
批
評
を
と
お
し
た
内
化
の
八
点
を
設
定
し
た（注
１
）い。
一　
『
新
し
い
漢
字
漢
文
教
育
』
誌
の
特
色
　
現
在
の
会
誌
『
新
し
い
漢
字
漢
文
教
育
』
は
、
一
九
八
五
（
昭
和
六
〇
）
年
一
〇
月
に
、『
新
し
い
漢
文
教
育
』
と
し
て
、
全
国
漢
文
教
育
学
会
に
よ
っ
て
編
集
刊
行
さ
れ
た
。
　
会
誌
の
創
刊
は
、「
大
学
漢
文
研
究
会
」（
一
九
五
五
年
一
一
月
発
足
）
の
「
全
国
漢
文
教
育
学
会
」
へ
の
移
行
を
契
機
と
し
て
な
さ
れ
た
。
発
刊
の
目
的
は
、
創
刊
号
の
「
編
集
後
記
」
に
、「
研
究
と
現
場
の
二
本
建
て
に
し
て
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
啓
発
を
密
に
す
る
た
め
の
会
誌
と
し
て
、
中
、
高
、
大
学
の
先
生
方
に
も
読
ん
で
頂
け
る
よ
う
な
幅
の
広
い
も
の
に
し
た
い
と
い
う
編
集
方（
注
２
）
針
」
に
看
て
取
れ
る
。
会
誌
『
新
し
い
漢
文
教
育
』
は
、二
五
号（
一
九
九
七
年
一
一
月
）で
終
刊
と
な
り
、二
六
号（
一
九
九
八
年
五
月
）
か
ら
は
、「
学
界
の
改
組
に
因（
注
３
）
り
」
誌
名
を
『
新
し
い
漢
字
漢
文
教
育
』
に
し
て
い
る
。
特
色
に
つ
い
て
は
、「
漢
字
漢
文
教
育
の
実
践
か
ら
漢
文
学
の
研
究
に
わ
た
る
幅
広
い
領
域
を
網
羅
し
た
本
会
誌
は
、
現
在
で
は
わ
が
国
で
唯
一
の
漢
字
漢
文
教
育
の
専
門
雑
誌
と
し
て
、
教
育
界
を
は
じ
め
各
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
つ
つ
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た（注
４
）。」
と
い
う
言
葉
に
示
さ
れ
て
い
る
。
二　
漢
文
教
育
実
践
の
背
景
（
一
）
学
習
指
導
要
領
　
対
象
と
し
た
実
践
は
、
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
国
語
編
の
範
囲
で
言
え
ば
、
一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年
版
か
ら
一
九
九
八
（
平
成
一
〇
）
年
－ 1－
版
の
間
に
行
わ
れ
た
。
一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年
版
は
、一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
版
学
習
指
導
要
領
の
能
力
主
義
を
転
換
し
た
。
詰
め
込
み
や
落
ち
こ
ぼ
れ
等
の
教
育
問
題
が
社
会
的
な
批
判
を
招
い
た
こ
と
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
本
学
習
指
導
要
領
か
ら
は
、
国
語
科
の
領
域
構
造
が
「
読
む
こ
と
」「
書
く
こ
と
」「
聞
く
こ
と
」「
話
す
こ
と
」
の
四
領
域
か
ら
、「
理
解
」「
表
現
」「
言
語
事
項
」
の
二
領
域
一
事
項
へ
と
転
換
さ
れ
た
。
古
典
は
前
学
習
指
導
要
領
で
能
力
主
義
に
基
づ
く
教
科
内
容
の
充
実
を
求
め
て
き
た
が
、
改
訂
に
よ
っ
て
「
国
語
Ⅰ
」（
必
修
）・「
国
語
Ⅱ
」（
準
必
修
）
で
学
習
す
る
ほ
か
は
「
古
典
」（
選
択
）
の
み
に
な
っ
た
。
内
容
を
軽
減
し
、
親
し
む
古
典
教
育
を
求
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
　
つ
づ
く
一
九
八
九
〈
平
成
元
〉
年
版
で
は
、
物
質
的
豊
か
さ
、
情
報
化
、
国
際
化
、
多
様
化
、
高
齢
化
な
ど
の
社
会
変
化
の
拡
大
、
加
速
化
に
よ
る
学
習
者
の
生
活
や
意
識
の
変
化
に
配
慮
す
る
こ
と
を
求
め
て
改
訂
さ
れ
た
。
古
典
教
育
は
、国
際
化
の
中
に
位
置
づ
け
て
重
視
し
、「
国
語
Ⅰ
」（
必
修
）・
「
国
語
Ⅱ
」（
選
択
）
で
学
ぶ
ほ
か
に
、「
古
典
Ⅰ
」・「
古
典
Ⅱ
」・「
古
典
講
読
」（
す
べ
て
選
択
）
の
学
習
が
可
能
に
な
り
、
古
典
教
育
の
拡
充
が
目
指
さ
れ
た
。
一
九
九
八
〈
平
成
一
〇
〉
年
版
で
は
、
教
科
の
領
域
構
造
が
、「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」・「
書
く
こ
と
」・「
読
む
こ
と
」
と
言
語
事
項
の
三
領
域
一
言
語
事
項
に
改
編
さ
れ
た
。
古
典
は
、「
国
語
総
合
」（
選
択
必
修
）
で
学
習
す
る
ほ
か
、「
古
典
」（
選
択
）・「
古
典
講
読
」（
選
択
）
で
学
習
が
可
能
に
な
っ
た
。
本
学
習
指
導
要
領
か
ら
は
、
言
語
活
動
に
よ
る
古
典
教
育
が
目
指
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
言
語
活
動
の
重
視
は
、
一
九
七
八
年
版
か
ら
し
だ
い
に
重
視
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
経
験
主
義
と
能
力
主
義
を
止
揚
し
て
な
っ
た
と
い
え
る
。
　
考
察
の
対
象
と
し
た
実
践
は
、
こ
の
三
学
習
指
導
要
領
の
時
期
に
当
た
る
が
、
施
行
時
期
を
勘
案
す
れ
ば
、
一
九
七
八
年
版
・
一
九
八
九
年
版
の
時
期
が
中
心
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
つ
の
学
習
指
導
要
領
は
、国
語
科
の
領
域
構
造
が
、二
領
域
一
言
語
事
項
の
時
期
に
あ
っ
た
。「
古
典
」
は
「
理
解
」
領
域
に
特
化
さ
れ
て
い
る
が
、「
表
現
」
と
「
理
解
」
の
各
領
域
は
、「
生
徒
の
言
語
能
力
の
発
達
の
た
め
、
相
互
補
完
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。」
と
さ
れ
、「
生
徒
の
学
習
活
動
」・「
教
師
の
指
導
の
ね
ら
い
」・「
教
材
そ
の
も
の
の
関
連
」
に
お
い
て
相
互
補
完
に
配
慮
す
る
こ
と
が
全
科
目
に
お
い
て
求
め
ら
れ（注
５
）た。
理
解
と
表
現
の
関
連
指
導
が
強
調
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
一
九
八
九
年
版
に
お
い
て
も
「
言
語
能
力
相
互
の
関
連
（
二
領
域
一
事
項
）」
が
同
様
に
強
調
さ
れ
て
い（注
６
）た。
（
二
）
漢
文
教
育
実
践
者
の
問
題
意
識
　
漢
文
の
授
業
を
担
当
す
る
高
校
教
員
は
、
漢
文
教
育
に
ど
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
の
引
用
に
探
っ
て
み
た
い
。
①
国
語
教
育
の
雑
誌
な
ど
で
、
よ
く
「
漢
文
離
れ
」
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
る
。（
中
略
―
渡
辺
）
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
と
、
生
徒
を
取
り
囲
む
社
会
の
言
語
環
境
か
ら
「
漢
文
」
と
生
徒
を
結
び
つ
け
る
こ
と
ば
や
故
事
や
歌
、
さ
ら
に
言
え
ば
漢
字
が
急
速
に
減
少
し
つ
つ
あ
る
の
は
確
か
で
あ
る
。（
中
略
―
渡
辺
）
我
々
教
員
の
中
に
は
び
こ
る
句
法
偏
重
の
意
識
は
根
深
い
よ
う
で
あ
る
。
丁
寧
に
体
系
的
に
段
階
的
に
読
解
力
を
つ
け
さ
せ
よ
う
と
い
う
意
識
の
強
す
ぎ
る
た
め
か
、
古
文
な
ど
で
も
、
文
語
文
法
を
や
ら
な
い
と
文
章
に
入
れ
な
－ 2－
い
と
考
え
た
り
、
助
動
詞
の
意
味
・
活
用
形
や
助
詞
の
用
法
と
い
っ
た
こ
と
が
往
々
に
し
て
授
業
の
中
心
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
り
す
る
き
ら
い
が
あ
る
。（
長
谷
川
国
男
「
漢
文
の
授
業
を
め
ぐ
っ
て
」
六
号　
一
九
九
八
年
四
月
）
②
授
業
に
お
い
て
、
語
釈
・
口
語
訳
・
鑑
賞
等
を
教
師
が
中
心
に
な
っ
て
行
う
と
、
い
き
お
い
生
徒
も
受
け
身
の
学
習
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。（
田
澤
峰
夫
「
漢
詩
の
指
導
―
『
涼
州
曲
』
の
授
業
展
開
―
」
一
二
号　
一
九
九
一
年
五
月
）
③
詩
に
は
、
散
文
以
上
に
、
読
み
手
が
自
身
の
心
で
感
じ
取
る
と
い
う
要
素
が
強
い
。
語
句
の
意
味
に
広
が
り
が
あ
り
、
省
略
や
、
時
に
は
飛
躍
も
あ
っ
て
、
表
面
的
な
意
味
を
お
さ
え
る
だ
け
で
は
詩
を
理
解
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
。（
中
略
）
受
身
で
な
く
一
人
一
人
の
生
徒
が
実
感
と
し
て
詩
を
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。（
島
田
弥
生
「
訳
詩
を
用
い
た
漢
詩
指
導
の
試
み
―
理
解
・
表
現
領
域
と
の
関
連
で
―
」
一
八
号　
一
九
九
四
年
五
月
）
④
漢
文
を
授
業
で
取
り
扱
う
際
、
ど
う
し
て
も
口
語
訳
・
語
釈
に
終
始
し
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
い
、
高
校
生
の
漢
文
嫌
い
を
助
長
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
漢
文
を
取
り
扱
う
と
き
、
常
に
自
問
自
答
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
教
師
の
一
方
的
な
講
義
に
終
始
せ
ず
、
学
習
者
が
主
体
的
に
作
品
世
界
に
入
っ
て
い
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
い
つ
も
頭
を
悩
ま
せ
る
。（
笠
井
幸
博
「
表
現
指
導
の
一
つ
の
試
み
―
漢
文
を
短
歌
に
し
て
み
た
ら
―
」
二
六
号　
一
九
九
八
年
五
月
）
⑤
国
語
の
授
業
か
ら
漢
文
教
材
を
扱
う
時
間
が
ど
ん
ど
ん
削
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
か
な
り
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
今
、
古
典
か
ら
独
立
し
た
「
漢
文
」
の
授
業
が
成
り
立
っ
て
い
る
学
校
は
ど
れ
だ
け
あ
る
だ
ろ
う
か
。
国
語
の
時
間
数
も
減
ら
さ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
っ
て
、
国
語
の
中
で
ま
ず
削
ら
れ
る
の
が
漢
文
と
い
う
現
状
は
こ
れ
か
ら
も
変
わ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
／
そ
も
そ
も
生
徒
の
側
に
「
漢
文
な
ん
て
な
ん
で
や
る
の
。」
と
い
う
意
識
が
あ
る
。
将
来
何
の
訳
に
も
立
た
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。（
岸
田
直
子
「
漢
字
・
漢
文
学
習
を
通
し
て
生
徒
の
心
に
残
し
た
い
も
の
」
三
三
号　
二
〇
〇
一
年
一
一
月
）
　
上
記
か
ら
は
、
学
習
者
の
「
漢
文
嫌
い
」「
漢
文
離
れ
」、
受
動
的
学
習
が
指
摘
さ
れ
、
漢
文
の
授
業
の
削
減
、
社
会
の
言
語
環
境
か
ら
の
漢
文
に
関
わ
る
文
化
事
象
の
衰
退
な
ど
、
漢
文
を
取
り
巻
く
環
境
の
問
題
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
教
員
の
句
法
偏
重
の
意
識
と
語
釈
・
口
語
訳
中
心
の
授
業
が
課
題
と
さ
れ
、
学
習
者
が
主
体
的
に
作
品
世
界
に
入
り
、
実
感
と
と
も
に
理
解
を
深
め
る
方
法
に
関
す
る
問
題
意
識
が
記
さ
れ
て
い
る
。
学
習
者
の
「
漢
文
嫌
い
」
等
の
意
識
や
受
動
的
態
度
は
、
漢
文
の
学
習
環
境
や
形
式
操
作
的
な
読
解
方
法
等
に
関
わ
っ
て
生
じ
て
い
る
と
も
言
え
、
ま
た
、
学
習
者
主
体
の
授
業
方
法
の
不
足
に
も
拠
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
付
け
る
べ
き
読
む
力
に
関
す
る
意
識
は
乏
し
い
。
－ 3－
三　
高
等
学
校
漢
文
教
育
実
践
の
展
開
（
一
）
高
等
学
校
漢
詩
学
習
指
導
の
概
観
　
以
下
、
対
象
と
し
た
論
考
の
漢
文
の
学
習
指
導
を
、
1
教
師
主
導
の
学
習
指
導
、
2
表
現
活
動
を
取
り
入
れ
た
教
師
主
導
の
学
習
指
導
、
3
表
現
を
取
り
入
れ
た
主
体
的
学
習
指
導
の
三
つ
に
分
け
て
概
観
す
る
こ
と
に
し
た
。
2
・
3
は
、
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
、
国
語
科
の
領
域
構
造
の
転
換
に
よ
る
表
現
・
理
解
の
関
連
指
導
の
影
響
が
窺
え
る
も
の
で
あ
る
。
　
1　
教
師
主
導
の
学
習
指
導
　
河
内
利
治
「
公
開
研
究
授
業
報
告
―
第
五
回
全
国
漢
文
教
育
学
会
大
会
―
」（
九
号　
一
九
八
九
年
一
一
月
）
は
、
高
校
一
年
生
を
対
象
と
し
、
日
本
漢
詩
、
頼
㐮
「
送
母
路
上
短
歌
」
を
教
材
と
す
る
研
究
授
業
の
報
告
で
あ
る
。
本
時
の
目
標
は
、
古
詩
形
式
の
長
編
詩
へ
の
慣
れ
と
近
体
詩
と
の
詩
形
式
の
相
違
の
理
解
、
作
品
の
意
味
内
容
の
理
解
と
心
情
鑑
賞
、
日
本
漢
詩
の
知
識
と
漢
詩
に
親
し
む
態
度
の
育
成
の
四
点
で
あ
る
。
授
業
は
、
導
入
：
前
時
の
復
習
（
白
居
易
「
燕
詩
・
示
劉
叟
」）
↓
展
開
：
頼
㐮
「
送
母
路
上
短
歌
」
の
読
み
（
範
読
・
一
斉
読
み
・
指
名
読
み
）
↓
中
国
語
に
よ
る
音
読
紹
介
↓
読
解
と
理
解
↓
鑑
賞
↓
生
徒
の
感
想
↓
ま
と
め
：
全
員
に
よ
る
朗
読
↓
次
時
の
予
告
と
展
開
し
た
。
鑑
賞
が
意
図
さ
れ
て
は
い
る
が
、
読
解
中
心
の
授
業
に
終
わ
っ
て
い
る
。
参
観
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
「
鑑
賞
こ
そ
が
こ
の
よ
う
な
作
品
で
は
命
だ
と
思
う
が
、
そ
の
点
が
今
回
の
授
業
に
は
欠
け
て
い
た
の
で
は
？
」
と
す
る
感
想
が
見
え
る
。
　
渡
辺
雅
之「
漢
詩
教
材
の
鑑
賞
と
作
者
と
の
関
係
―『
江
雪
』を
め
ぐ
っ
て
―
」（
一
三
号　
一
九
九
一
年
一
二
月
）
は
、
鑑
賞
に
お
け
る
作
者
の
位
置
づ
け
を
実
験
的
授
業
に
お
い
て
解
明
し
よ
う
と
し
た
。
対
象
は
高
等
学
校
二
年
生
、教
材
は
「
江
雪
」（
柳
宗
元
）
で
あ
る
。
授
業
は
、漢
詩
（
訓
読
文
）
と
語
注
の
み
板
書
し
て
鑑
賞
、
漢
詩
と
語
注
に
加
え
、
作
者
の
経
歴
を
板
書
し
て
鑑
賞
と
い
う
二
種
類
の
方
法
を
ク
ラ
ス
ご
と
に
行
っ
た
。
二
ク
ラ
ス
の
学
習
者
の
鑑
賞
文
を
分
析
し
、
あ
ら
か
じ
め
作
者
の
経
歴
は
与
え
な
い
方
が
鑑
賞
の
幅
が
広
が
り
、
何
と
か
自
分
で
鑑
賞
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
こ
と
が
で
き（
注
７
）
る
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
　
佐
藤
哲
広
「
郷
土
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
陸
羯
南
」（
一
九
号　
一
九
九
四
年
一
〇
月
）
は
、
郷
土
の
漢
詩
教
材
の
開
発
に
よ
る
授
業
の
報
告
で
あ
る
。
導
入
で
、
陸
羯
南
の
略
歴
、
子
規
と
の
交
友
に
触
れ
る
。
展
開
は
、
学
習
指
導
要
領
の
「
人
間
・
社
会
・
自
然
な
ど
に
対
す
る
様
々
な
時
代
の
人
々
の
も
の
の
見
方
・
感
じ
方
・
考
え
方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。」
を
目
標
と
し
て
い
る
。
教
材
は
、「
客
懐
」
を
中
心
に
、「
送
別
と
題
す
」、「
悼
井
上
梧
陰
先
生
」
の
二
首
で
あ
っ
た
。
授
業
は
講
義
型
で
な
さ
れ
た
と
推
察
す
る
。
授
業
者
は
、
授
業
を
「
羯
南
詩
を
授
業
で
読
み
進
め
て
い
く
に
従マ
　
　
　
マ
が
っ
て
、
今
ま
で
の
表
情
と
違
っ
た
生
徒
の
反
応
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
、（
一
）
漢
文
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
／
（
二
）
郷
土
を
知
る
上
に
も
有
意
義
で
あ
っ
た
」
と
評
し
て
い
る
。
　
大
塚
美
枝
子
「
古
典
Ⅱ
漢
文
に
お
け
る
漢
詩
の
指
導
―
他
教
科
と
の
関
連
と
、
広
が
り
を
持
た
せ
る
授
業
―
」（
二
七
号　
一
九
九
八
年
一
一
月
）
で
は
、「
長
恨
歌
」（
白
居
易
）
と
漢
詩
（
言
志
言
情
の
文
学
）
の
授
業
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。「
長
恨
歌
」
の
授
業
は
前
半
と
後
半
に
分
け
て
進
め
－ 4－
ら
れ
た
。
対
象
は
高
等
学
校
三
年
生
、
全
八
時
間
。
前
半
は
、
叙
事
的
要
素
が
強
い
こ
と
に
よ
り
、
詩
句
を
解
釈
し
な
が
ら
史
実
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
年
表
や
地
図
を
活
用
し
て
語
り
聞
か
せ
る
方
法
を
採
っ
た
。
後
半
は
、
文
学
的
虚
構
の
世
界
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
夢
幻
的
表
現
の
美
し
さ
を
鑑
賞
す
る
授
業
で
あ
る
。「
生
徒
達
は
内
容
の
面
白
さ
を
感
じ
た
よ
う
で
訓
読
も
解
釈
も
セ
ッ
セ
と
学
習
し（
注
８
）
た
」
と
あ
る
。
　
漢
詩
（
言
志
言
情
の
文
学
）
の
授
業
は
、
高
等
学
校
三
年
生
を
対
象
に
、
全
七
時
間
を
か
け
て
い
る
。教
材
は
、教
科
書
に
よ
る
、「
関
睢
」（『
詩
経
』）・
「
七
歩
詩
」（
曹
植
）・「
登
幽
州
台
歌
」（
陳
子
昂
）・「
将
進
酒
」（
李
白
）・
「
兵
車
行
」（
杜
甫
）、補
足
教
材
と
し
て
「
碩
鼠
」「
陟
」（『
詩
経
』）・「
野
田
黄
雀
行
（
曹
植
）・「
古
風
」「
戦
場
南
」（
李
白
）・「
売
炭
翁
」（
白
居
易
）
が
用
い
ら
れ
た
。
他
に
、
年
表
・
授
業
の
説
明
の
要
点
を
書
い
た
プ
リ
ン
ト
等
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。
指
導
目
標
は
、
中
国
文
学
を
特
徴
付
け
る
「
言
志
」
の
理
念
に
基
づ
く
、
作
品
の
理
解
・
鑑
賞
の
深
化
、
詩
の
史
的
概
観
、
漢
詩
と
日
本
の
詩
（
和
歌
・
古
今
集
「
仮
名
序
」）
の
対
比
に
よ
る
理（注
９
）解、
と
い
う
三
点
で
あ
っ
た
。
授
業
は
、
授
業
者
の
漢
文
学
に
関
す
る
深
い
理
解
を
も
と
に
、
教
材
を
開
発
・
編
成
し
て
組
み
立
て
ら
れ
、
参
考
プ
リ
ン
ト
も
工
夫
し
て
作
成
さ
れ
、
興
味
深
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
授
業
の
実
際
は
、
説
明
、
解
説
中
心
の
授
業
で
あ
っ
た
。
授
業
者
は
、「
今
後
の
課
題
」
と
し
て
、「
教
師
の
解
説
を
減
ら
し
、
生
徒
の
感
想
を
引
き
出
す
こ
）
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（
注と
」
と
記
し
て
い
る
。
　
塚
田
勝
郎
「
公
開
研
究
授
業
報
告
―
第
一
七
回
全
国
漢
文
教
育
学
会
大
会
―
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
た
唐
詩
の
指
導
）」（
三
三
号　
二
〇
〇
一
年
一
一
月
）
は
、
授
業
の
ね
ら
い
に
、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
性
を
『
学
習
の
道
具
』
と
し
て
漢
文
の
授
業
に
利
用
す
る
こ
と
」を
置
い
て
い
る
。
教
材
は
、教
科
書
掲
載
の「
送
元
二
使
安
西
」（
王
維
）・「
静
夜
思
」（
李
白
）・「
秋
風
引
」（
劉
兎
錫
）・「
江
雪
」（
柳
宗
元
）
で
あ
る
。
本
時
は
、
全
七
時
間
の
一
時
間
目
、
目
標
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
特
性
を
生
か
し
た
、
ひ
び
き
や
リ
ズ
ム
の
味
わ
い
に
よ
る
導
入
、
押
韻
や
起
承
転
結
な
ど
唐
詩
の
規
則
へ
の
関
心
の
喚
起
、
漢
文
訓
読
の
意
義
と
方
法
の
再
確
認
、
文
字
入
力
の
基
本
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
留
意
点
の
学
習
の
四
点
で
あ
る
。
設
定
さ
れ
た
課
題
に
よ
っ
て
授
業
の
展
開
を
示
す
と
、
①
中
国
語
朗
読
を
聞
き
、
ど
の
漢
詩
か
を
推
測
、
②
推
測
の
根
拠
提
示
、
③
「
送
元
二
使
安
西
」
の
訓
読
朗
読
を
聞
き
、
画
面
の
訓
読
と
の
相
違
発
見
、
④
東
堂
明
保
『
漢
文
入
門
』
の
引
用
文
を
読
み
、
訓
読
の
意
義
と
方
法
の
重
要
点
と
印
象
に
残
る
点
に
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
⑤
引
用
文
を
参
考
に
詩
句
の
分
か
ち
書
き
、
⑥
詩
句
中
の
地
名
に
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
⑦
書
き
下
し
文
作
成
で
あ
っ
た
。
最
後
に
授
業
の
感
想
を
書
か
せ
て
い
る
。
学
習
者
は
、「
今
日
は
面
白
か
っ
た
！
中
国
語
も
聞
け
た
し
、
吟
詠
も
聞
け
た
し
・
・
・
、
漢
文
が
さ
ら
に
好
き
に
な
っ
）
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（
注た
。」
と
述
べ
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
授
業
の
新
鮮
さ
に
も
触
れ
て
い
る
。
パ
ソ
コ
ン
使
用
、
中
国
語
に
よ
る
朗
読
や
吟
詠
に
よ
っ
て
興
味
・
関
心
を
喚
起
し
た
授
業
で
あ
る
。
　
2　
表
現
活
動
を
取
り
入
れ
た
教
師
主
導
の
学
習
指
導
　
北
澤
正
志
「
漢
文
指
導
か
ら
表
現
指
導
へ
の
展
開
」（
二
三
号　
一
九
九
六
年
一
一
月
）
は
、
漢
文
の
表
現
に
学
ん
だ
こ
と
を
活
用
し
て
学
習
者
の
表
現
に
繋
げ
る
こ
と
を
行
っ
た
実
践
の
報
告
で
あ
る
。
漢
文
に
つ
い
て
は
、
自
国
の
文
化
・
伝
統
に
対
す
る
関
心
や
理
解
を
深
め
る
こ
と
、
－ 5－
国
際
理
解
・
国
際
協
調
の
精
神
の
養
育
に
ふ
さ
わ
し
い
教
材
が
多
い
と
し
、
簡
潔
で
力
強
く
、
リ
ズ
ム
感
が
あ
り
、
内
容
的
に
明
瞭
で
、
短
文
の
中
に
含
蓄
が
あ
り
、
明
確
な
論
理
性
を
持
つ
点
に
特
徴
を
見
い
だ
し
て
い
る
。
授
業
の
対
象
学
年
、
時
間
数
不
詳
。
漢
詩
教
材
は
、「
登
鸛
鵲
楼
」（
王
之
渙
）・「
月
夜
憶
舎
弟
」（
杜
甫
）
で
あ
る
。
目
標
は
、
漢
詩
の
情
景
と
心
情
と
を
関
連
を
考
え
な
が
ら
読
み
味
わ
い
、
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
情
景
描
写
を
含
ん
だ
詩
を
作
る
点
に
置
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
、漢
詩
の
形
式
・
押
韻
・
対
句
の
確
認
を
行
っ
た
。
つ
い
で
、
前
者
の
漢
詩
は
、
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
指
導
、
後
者
は
、
五
Ｗ
一
Ｈ
を
確
認
し
、
表
現
の
巧
み
さ
を
指
導
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
明
確
な
主
題
、
主
題
に
つ
な
が
る
情
景
の
イ
メ
ー
ジ
化
、
読
み
手
に
伝
わ
る
材
料
の
選
択
、
詩
の
中
に
自
己
の
存
在
感
を
表
現
と
い
う
四
点
に
留
意
し
て
詩
作
を
行
わ
せ
て
い
る
。
授
業
者
は
、
詩
作
に
つ
い
て
、
情
景
と
心
情
の
関
連
で
は
満
足
で
き
た
が
、
心
情
表
現
が
直
接
的
で
個
性
が
な
く
、
表
現
に
は
工
夫
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。
　
不
破
幸
雄
「
入
門
期
に
お
け
る
漢
詩
の
指
導
―
知
的
好
奇
心
を
そ
そ
る
授
業
を
め
ざ
し
て
―
（
一
〇
〇
分
授
業
）」（
二
八
号　
一
九
九
九
年
五
月
）
は
、
イ
メ
ー
ジ
化
す
る
こ
と
で
、
詩
の
世
界
を
映
像
と
し
て
と
ら
え
る
よ
う
心
掛
け
る
授
業
を
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
漢
詩
に
つ
い
て
は
、
少
な
い
字
数
の
中
に
無
辺
の
広
が
り
を
持
つ
、
中
国
文
学
の
中
で
も
特
異
な
位
置
を
占
め
る
文
学
形
態
で
、
イ
メ
ー
ジ
化
が
容
易
だ
と
し
て
い
る
。
対
象
は
高
等
学
校
一
年
生
、
授
業
で
は
、「
竹
里
館
」（
王
維
）・「
春
暁
」（
孟
浩
然
）
を
既
に
終
え
て
、
実
践
報
告
は
、「
山
中
与
幽
人
対
酌
」（
李
白
）
を
主
に
な
さ
れ
て
い
る
。授
業
は
、
①
漢
詩
の
朗
読
（
中
国
語
・
日
本
語
）、
黙
読
・
音
読
、
②
押
韻
確
認
、
③
漢
詩
か
ら
受
け
る
イ
メ
ー
ジ
発
表
、
④
『
漢
語
林
』
を
利
用
し
、
漢
字
の
成
り
立
ち
か
ら
「
幽
人
」・「
対
酌
」・「
酔
」
の
意
味
追
求
、⑤
「
春
暁
」
と
の
対
比
か
ら
「
隠
者
」
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
の
明
確
化
、
⑥
漢
詩
か
ら
受
け
る
イ
メ
ー
ジ
を
再
度
鮮
明
化
、
⑦
酒
と
詩
人
の
関
係
説
明
、
⑧
詩
の
イ
メ
ー
ジ
を
画
用
紙
に
書
き
映
像
化
、
⑨
詩
と
映
像
を
も
と
に
解
釈
、
模
範
的
な
解
釈
の
提
示
、
と
い
う
展
開
で
あ
る
。
本
実
践
の
特
色
は
、
漢
詩
を
イ
メ
ー
ジ
と
そ
の
解
釈
に
よ
っ
て
鑑
賞
し
よ
う
と
し
た
点
に
特
色
が
見
え
る
。
イ
メ
ー
ジ
も
解
釈
も
多
く
が
授
業
者
の
主
導
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
　
大
松
博
典
「
公
開
研
究
授
業
報
告
―
第
一
八
回
全
国
漢
文
教
育
学
会
大
会
―
（「
漢
詩
の
世
界
」
研
究
授
業
顛
末
記
）」（
三
五
号　
二
〇
〇
二
年
一
二
月
）
は
、
授
業
の
ね
ら
い
が
、
漢
詩
の
ル
ー
ル
の
確
認
、
優
れ
た
漢
詩
の
鑑
賞
、
漢
詩
に
挑
戦
と
い
う
三
点
に
置
か
れ
て
い
る
。
対
象
は
高
等
学
校
三
年
、
教
材
は
、「
秋
浦
歌
」（
李
白
）・「
江
雪
」（
柳
宗
元
）・「
涼
州
詞
」（
王
翰
）・「
風
橋
夜
泊
」（
張
継
）
で
あ
る
。
授
業
は
、
導
入
：
①
漢
詩
の
本
質
、
展
開
：
②
漢
詩
（
絶
句
）
の
規
則
（
四
句
・
押
韻
・
平
仄
）
確
認
、
③
名
作
鑑
賞
―
「
秋
浦
歌
」・「
江
雪
」・「
涼
州
詞
」・「
風
橋
夜
泊
」、
④
漢
詩
創
作
（
平
仄
の
説
明
、「
詩
語
表
」
を
参
考
に
詩
作
）
と
展
開
し
た
。
学
習
者
の
詩
作
の
実
際
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
　
3　
表
現
活
動
を
取
り
入
れ
た
主
体
的
学
習
指
導
　
長
谷
川
国
男「
漢
文
の
授
業
を
め
ぐ
っ
て
」（
六
号　
一
九
八
八
年
四
月
）
は
、
漢
文
の
授
業
を
め
ぐ
る
状
況
を
論
じ
る
こ
と
が
大
半
を
占
め
、
漢
詩
実
践
の
報
告
は
簡
略
で
あ
る
。
漢
文
に
つ
い
て
は
、
千
年
二
千
年
の
歴
史
－ 6－
の
重
み
に
耐
え
て
き
た
、
生
徒
を
引
き
つ
け
る
魅
力
を
持
つ
も
の
と
と
ら
え
て
い
る
。
本
実
践
は
、「
自
分
な
り
の
解
釈
を
発
見
さ
せ
る
こ
と
」
に
魅
力
が
あ
る
と
し
、
創
造
的
な
訳
詩
を
試
み
て
い
る
。
訳
詩
の
指
導
に
つ
い
て
、「
こ
れ
だ
け
の
も
の
が
出
て
く
る
と
い
う
の
は
、
驚
き
で
あ
り
、
ま
た
う
れ
し
く
も
あ
る
。
文
法
や
句
法
ば
か
り
で
追
わ
ず
、
生
徒
の
内
面
に
作
品
が
浸
透
し
、
響
い
た
も
の
を
引
き
出
し
て
や
れ
る
よ
う
な
漢
文
の
指
導
も
意
識
し
て
心
掛
け
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
）
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（
注る
。」
と
評
価
し
て
い
る
。
漢
詩
の
訳
詩
が
内
化
と
創
造
の
問
題
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
。
　
田
澤
峰
夫
「
漢
詩
の
指
導
―
『
涼
州
曲
』
の
授
業
展
開
―
」（
一
二
号　
一
九
九
一
年
五
月
）
は
、「
漢
詩
の
学
習
に
少
し
で
も
興
味
・
関
心
を
高
め
、
意
欲
的
・
主
体
的
に
取
り
組
ま
せ
る
よ
う
に
工
夫
」
し
て
行
っ
た
授
業
の
報
告
で
あ
る
。
対
象
は
高
校
二
年
生
、
教
材
は
、「
黃
鶴
楼
」（
崔さい
こ
う顥
）・
「
子
夜
呉
歌
」（
李
白
）・「
送
孟
浩
然
之
広
陵
」（
李
白
）「
涼
秋
曲
」（
王
翰
）・「
登
岳
陽
楼
」（
杜
甫
）
で
あ
っ
た
。
授
業
は
、
①
事
前
に
漢
詩
と
当
代
の
詩
人
の
説
明
、
②
教
材
提
示
、
注
意
す
べ
き
語
句
三
つ
、
疑
問
点
・
問
題
点
を
提
出
、
③
注
意
す
べ
き
語
句
と
疑
問
点
・
問
題
点
（
地
理
・
歴
史
的
背
景
・
筆
写
ま
た
は
登
場
人
物
の
状
況
等
）
を
集
約
し
、
課
題
提
示
、
④
グ
ル
ー
プ
発
表
を
中
心
に
一
時
間
一
詩
で
五
時
間
展
開
（
詩
型
・
押
韻
、
口
語
訳
・
内
容
理
解
）、
⑤
鑑
賞
文
・
情
景
や
イ
メ
ー
ジ
の
絵
画
化
・
五
七
調
の
訳
詩
創
作
へ
と
展
開
し
た
。
論
考
は
、「
涼
州
曲
」
の
授
業
を
中
心
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
担
当
グ
ル
ー
プ
は
、「
西
域
に
お
け
る
中
国
と
異
民
族
と
の
戦
争
の
歴
史
」、「
防
人
歌
」
に
つ
い
て
も
発
表
し
た
。
中
国
音
の
テ
ー
プ
も
二
種
類
聴
か
せ
る
こ
と
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
実
践
は
、
疑
問
や
問
題
意
識
を
持
た
せ
て
関
心
を
高
め
、
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
発
表
を
中
心
に
授
業
が
展
開
さ
れ
、
地
理
的
・
歴
史
的
背
景
、
お
よ
び
防
人
歌
と
の
比
較
、
さ
ら
に
創
造
的
表
現
を
通
し
て
理
解
が
深
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
　
江
川
順
一
「
表
現
活
動
を
取
り
入
れ
た
漢
文
の
授
業
―
新
聞
広
告
の
使
用
と
唐
詩
の
群
読
―
」（
一
九
号　
一
九
九
四
年
一
〇
月
）
は
、
職
業
高
等
学
校
（
商
工
）
で
一
年
生
を
対
象
と
し
た
実
践
の
報
告
で
あ
る
。
一
年
間
に
教
科
書
教
材
と
自
主
教
材
を
用
い
て
五
単
元
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
の
第
四
単
元
の
七
時
が
「
送
元
二
使
安
西
」（
王
維
）
の
陽
関
三
畳
に
よ
る
群
読
の
授
業
で
あ
っ
た
。
目
標
は
、
地
図
を
利
用
し
た
理
解
の
促
進
、
陽
関
三
畳
に
よ
り
群
読
を
楽
し
む
こ
と
で
あ
っ
た
。
授
業
は
、
①
ウ
イ
グ
ル
族
の
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
入
室
し
、
荒
涼
と
し
た
西
域
の
風
土
を
説
明
し
、
友
人
を
送
る
詩
の
学
習
へ
と
導
入
、
②
音
読
・
朗
読
（
中
国
音
を
含
む
）、
③
王
維
と
元
二
に
関
す
る
説
明
、
④
友
を
送
る
王
維
の
心
情
理
解
、
⑤
地
図
資
料
に
よ
る
背
景
説
明
、
⑥
陽
関
三
畳
（
一
串
珠
三
畳
：
各
句
五
文
字
と
三
文
字
の
繰
り
返
し
）
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
群
読
へ
と
展
開
し
た
。
本
実
践
の
特
色
は
、導
入
に
よ
っ
て
一
気
に
学
習
者
の
興
味
・
関
心
を
高
め
、
音
声
言
語
活
動
に
よ
っ
て
、
楽
し
み
つ
つ
漢
詩
を
群
読
す
る
こ
と
を
通
し
て
漢
詩
の
内
化
が
促
進
さ
れ
た
こ
と
に
見
い
だ
さ
れ
る
。
　
笠
井
幸
博
「
表
現
指
導
の
一
つ
の
試
み
―
漢
文
を
短
歌
に
し
て
み
た
ら
―
」（
二
六
号　
一
九
九
八
年
五
月
）
で
は
、
漢
詩
と
「
完
璧
」（『
十
八
史
略
）
の
授
業
に
お
い
て
短
歌
作
り
を
行
っ
て
い
る
。【
後
述
】
　
高
屋
定
房
「
高
校
『
古
典
講
読
』（
二
年
）
で
の
実
践
報
告
―
静
夜
思
・
絶
句
―
」（
二
九
号　
一
九
九
九
年
一
一
月
）
は
、
小
・
中
・
高
同
一
教
材
に
よ
る
実
験
的
な
授
業
の
一
環
で
あ
る
。
高
屋
定
房
は
、「
詩
を
読
む
－ 7－
こ
と
の
大
筋
」
を
、「
言
葉
の
意
味
、構
成
、表
現
の
特
徴
や
方
法
（
響
き
・
比
喩
・
象
徴
・
対
比
・
口
調
・
繰
り
返
し
・
手
法
な
ど
）
を
手
が
か
り
に
想
像
力
を
駆
使
し
て
詩
の
世
界
を
捉
え
、
味
わ
い
、
そ
れ
に
対
す
る
自
分
の
感
想
や
考
え
を
ま
と
め
、
表
現
す
る
、
言
う
ま
で
も
な
く
参
加
生
徒
同
士
の
意
見
交
換
や
議
論
、
探
究
、
評
価
が
行
わ
れ
る
こ
）
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（
注と
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、「
個
々
人
の
感
性
が
動
か
ね
ば
、
少
な
く
と
も
詩
を
読
む
こ
と
に
は
な
ら
な
）
14
（
注い
」と
加
え
て
い
る
。
対
象
は
高
等
学
校
二
年
生
、教
材
は
「
静
夜
思
」（
李
白
）・「
絶
句
」（
杜
甫
）
で
あ
る
。
目
標
は
、
じ
っ
く
り
読
み
、
詩
と
し
て
の
漢
詩
の
面
白
さ
を
味
わ
う
、
素
朴
な
疑
問
に
自
ら
解
決
の
道
を
探
る
、
と
い
う
二
つ
で
あ
る
。
全
五
時
間
。
授
業
は
、
漢
詩
二
編
と
も
、
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
①
白
文
を
ノ
ー
ト
に
筆
写
、
②
質
問
を
別
紙
に
ま
と
め
、
③
感
想
の
筆
記
、
④
質
問
・
感
想
の
発
表
、
⑤
既
有
の
知
識
、
辞
書
を
用
い
訓
読
、
⑥
現
代
日
本
語
訳
の
共
通
理
解
、
質
問
と
感
想
の
筆
記
と
発
表
、
⑦
日
本
語
訳
の
再
度
の
試
み
、
⑧
そ
の
上
で
、
二
編
の
漢
詩
か
ら
一
つ
を
選
び
絵
と
鑑
賞
文
の
執
筆
、
⑨
作
品
全
て
を
コ
ピ
ー
し
配
布
、
作
品
へ
の
感
想
記
述
、
と
い
う
展
開
で
あ
っ
た
。
高
屋
定
房
は
、「
今
回
の
よ
う
に
じ
っ
く
り
白
文
に
つ
き
あ
わ
せ
る
こ
と
は
し
て
こ
な
か
っ
た
。
語
法
や
日
本
語
訳
に
気
を
取
ら
れ
な
い
状
態
で
詩
に
向
き
合
う
こ
と
で
自
ら
の
読
解
へ
の
道
を
開
拓
し
て
い
く
可
能
性
が
見
つ
け
ら
れ
た
と
思
っ
て
い
）
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（
注る
。」
と
述
べ
て
い
る
。
本
実
践
は
、
自
ら
疑
問
を
見
い
だ
し
解
決
を
協
働
で
図
り
、
理
解
を
共
有
し
、
絵
と
文
章
に
よ
る
創
造
的
な
鑑
賞
を
行
わ
せ
た
と
こ
ろ
に
特
色
が
見
え
る
。
（
二
）
高
等
学
校
に
お
け
る
漢
詩
指
導
の
実
際
―
笠
井
幸
博
の
場
合
―
　
笠
井
幸
博
は
、「
表
現
指
導
の
一
つ
の
試
み
―
漢
文
を
短
歌
に
し
て
み
た
ら
―
」（
二
六
号　
一
九
九
八
年
五
月
）
に
お
い
て
、「
口
語
訳
・
語
釈
に
終
始
し
が
ち
」
で
「
高
校
生
の
漢
文
嫌
い
を
助
長
し
」
か
ね
な
い
授
業
を
、「
学
習
者
が
主
体
的
に
作
品
世
界
に
入
っ
て
い
け
る
よ
う
」
に
改
善
す
る
こ
と
を
求
め
、
授
業
実
践
を
報
告
し
て
い
る
。
　
論
考
に
は
、
漢
詩
と
「
完
璧
」
に
基
づ
く
短
歌
作
り
の
実
践
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
漢
詩
の
場
合
を
取
り
上
げ
る
。
⑴　
対
象
：
高
等
学
校
二
年
生
⑵　
教
材
：「
桃
夭
」（『
詩
経
』）・「
責
子
」（
陶
潜
）・「
登
幽
州
台
歌
」（
陳
子
昂
）・「
子
夜
呉
歌
」（
李
白
）・「
石
壕
吏
」（
杜
甫
）。
⑶　
展
開
：
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。
　
①
五
首
の
漢
詩
の
内
容
を
理
解
す
る
。
　
②
一
首
を
選
び
主
題
、
情
景
及
び
心
情
を
基
に
短
歌
を
作
成
し
、
工
夫
点
を
書
き
添
え
る
。
　
③
短
歌
の
全
作
品
一
覧
表
に
し
て
提
示
す
る
。
　
④
も
と
の
漢
詩
と
短
歌
を
比
較
し
、
良
い
と
思
う
作
品
を
一
つ
選
び
理
由
を
記
述
し
た
も
の
の
一
覧
表
を
作
成
し
、
提
示
す
る
。
　
⑤
そ
れ
ぞ
れ
に
学
習
者
の
批
評
を
付
し
た
一
覧
を
見
な
が
ら
、
各
自
の
短
歌
を
手
直
し
す
る
。
　
（
笠
井
幸
博
「
表
現
指
導
の
一
つ
の
試
み
―
漢
文
を
短
歌
に
し
て
み
た
ら
―
」（
二
六
号　
一
九
九
八
年
五
月　
全
国
漢
文　
教
育
学
会
三
六
頁
参
照　
注
―
番
号
は
改
編
し
た
。）
　
展
開
の
「
①
」
で
は
、
漢
詩
の
リ
ズ
ム
を
身
体
で
覚
え
さ
せ
る
た
め
に
－ 8－
朗
読
・
暗
唱
を
重
視
し
た
。
ま
た
、
漢
詩
で
表
現
さ
れ
た
世
界
を
、
学
習
者
自
身
が
再
構
築
し
て
、
自
分
の
言
葉
で
表
現
し
た
。
内
容
理
解
に
つ
い
て
は
、
学
習
者
が
自
由
に
鑑
賞
す
る
こ
と
を
求
め
て
、
語
釈
・
押
韻
・
口
語
訳
に
留
め
て
い
る
。
ま
た
、「
②
」
に
お
い
て
は
、
漢
詩
の
主
題
、
情
景
な
ど
の
内
容
を
あ
る
程
度
詳
し
く
書
か
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
⑷　
学
習
者
の
反
応
　
「
責
子
」
の
読
み
を
短
歌
に
し
た
六
人
に
関
し
て
は
、「
六
人
六
様
の
感
じ
方
が
表
れ
て
お
り
、
と
て
も
興
味
深
い
。
た
だ
感
想
を
書
か
せ
る
だ
け
で
は
見
え
て
こ
な
か
っ
た
、
生
徒
一
人
一
人
の
感
じ
方
、
味
わ
い
方
が
短
歌
を
通
し
て
見
え
て
く
）
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（
注る
」
と
記
し
て
い
る
。
　
例
え
ば
、
学
習
者
は
、「
子
夜
呉
歌
」（
李
白　
長
安
一
片
月
／
万
戸
擣
衣
声
／
秋
風
吹
不
尽
／
総
是
玉
関
情
／
何
日
平
胡
虜
／
良
人
罷
遠
征
）
を
、
次
の
通
り
に
短
歌
に
し
て
い
る
。
・
月
が
出
て
秋
風
が
吹
き
思
い
出
す
／
風
と
共
に
会
い
に
行
け
ぬ
か
・
君
の
い
る
玉
門
関
に
か
か
る
月
／
こ
の
長
安
に
も
同
じ
月
か
な
　
　
・
月
明
か
り
一
人
て
ら
さ
れ
寒
い
夜
／
待
ち
に
待
つ
日
は
い
つ
だ
ろ
う
か
・
秋
風
よ
想
い
を
運
べ
玉
関
へ
／
か
の
人
の
無
事
祈
っ
て
い
る
と
　
　
・
月
明
か
り
闇
の
中
さ
へ
ふ
く
れ
く
る
／
愛
す
る
人
へ
の
つ
の
る
想
い
は
・
秋
風
に
あ
な
た
の
こ
と
を
思
い
出
す
／
ぽ
つ
ん
と
輝
く
一
片
の
月
（
笠
井
幸
博
「
表
現
指
導
の
一
つ
の
試
み
―
漢
文
を
短
歌
に
し
て
み
た
ら
―
」
二
六
号　
一
九
九
八
年
五
月　
全
国
漢
文
教
育
学
会　
三
七
頁
）
　
こ
れ
ら
の
短
歌
に
つ
い
て
は
、「
原
文
の
『
一
片
月
』『
秋
風
』『
玉
関
』
な
ど
と
い
っ
た
言
葉
を
織
り
ま
ぜ
な
が
ら
、
玉
門
関
の
か
な
た
へ
と
は
せ
る
思
い
を
、
う
ま
く
詠
ん
で
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
方
で
「
妻
の
切
な
い
思
い
は
敏
感
に
感
じ
取
っ
て
」
い
る
が
、「
遠
征
の
終
結
を
ひ
た
す
ら
願
う
気
持
ち
、
あ
る
い
は
無
用
の
出
兵
へ
の
憤
り
な
ど
を
読
み
と
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
よ
う
だ
」
と
評
し
て
い
る
。
　
本
実
践
で
は
、
漢
詩
の
理
解
を
短
歌
で
表
現
し
、
相
互
に
優
れ
た
も
の
を
選
び
合
い
批
評
し
合
う
こ
と
が
、
漢
詩
の
理
解
と
鑑
賞
、
お
よ
び
短
歌
表
現
へ
の
意
欲
を
生
ん
で
い
る
。
　
ま
た
、
好
き
な
一
首
を
選
び
、
学
習
者
自
身
が
、
短
歌
で
表
現
す
る
。
つ
い
で
、
優
れ
た
も
の
を
選
び
批
評
し
、
そ
の
批
評
を
も
と
に
短
歌
を
推
敲
す
る
。
こ
の
一
連
の
過
程
に
主
体
的
学
習
が
保
証
さ
れ
、
一
斉
個
別
学
習
な
が
ら
、
批
評
に
よ
っ
て
学
び
を
深
め
合
う
と
こ
ろ
に
協
働
的
な
学
習
も
窺
え
る
。
さ
ら
に
、
創
造
的
な
短
歌
創
作
に
は
、「
興
味
を
抱
い
た
詩
の
世
界
や
、
作
者
の
心
情
、
あ
る
い
は
史
伝
な
ど
の
印
象
的
な
場
面
な
ど
を
、
さ
ら
に
よ
り
強
く
自
分
の
も
の
と
す
る
た
め
に
、
各
自
の
言
葉
に
置
き
換
え
さ
せ
よ
う
と
の
ね
ら
）
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（
注い
」
が
あ
り
、
こ
こ
に
漢
詩
の
内
化
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
本
実
践
の
特
色
は
こ
こ
に
見
い
だ
せ
よ
う
。
お
わ
り
に
―
考
察
の
ま
と
め
　
『
新
し
い
漢
字
教
育
』
の
創
刊
号
（
一
九
八
五
年
）
か
ら
『
新
し
い
漢
－ 9－
字
漢
文
教
育
』
四
〇
号
（
二
〇
〇
五
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
論
考
の
内
、
高
等
学
校
に
お
け
る
漢
詩
教
材
の
実
践
を
中
心
に
考
察
し
た
。
1　
漢
文
教
育
を
取
り
巻
く
状
況
　
社
会
的
に
は
、
情
報
化
・
国
際
化
・
多
様
化
・
高
齢
化
な
ど
の
社
会
変
化
の
拡
大
・
加
速
化
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
学
習
指
導
要
領
は
、
一
九
七
八
年
版
を
境
に
能
力
主
義
か
ら
言
語
活
動
主
義
に
、
ま
た
、
教
科
の
領
域
も
四
領
域
か
ら
、
理
解
・
表
現
・
言
語
事
項
の
二
領
域
一
事
項
に
転
換
さ
れ
た
（
一
九
九
八
年
ま
で
）。
古
典
は
、
親
し
む
古
典
か
ら
国
際
化
時
代
の
古
典
教
育
と
し
て
拡
充
が
求
め
ら
れ
た
。
2　
漢
文
教
育
へ
の
問
題
意
識
　
学
習
者
の
漢
文
嫌
い
、
漢
文
離
れ
、
受
動
的
姿
勢
と
、
漢
文
教
育
を
巡
る
社
会
的
、
文
化
的
、
教
育
的
状
況
、
ま
た
魅
力
あ
る
学
習
者
主
体
の
漢
文
教
育
の
方
法
へ
の
問
題
意
識
は
強
い
が
、
読
む
力
に
関
す
る
関
心
は
乏
し
い
。
3　
漢
詩
教
育
実
践
の
考
察
　
実
践
論
考
一
三
編
を
、「
教
師
主
導
の
学
習
指
導
」
―
五
、「
表
現
活
動
を
取
り
入
れ
た
教
師
主
導
の
学
習
指
導
」
―
三
、「
表
現
を
取
り
入
れ
た
主
体
的
学
習
指
導
」
―
五
に
分
け
て
実
践
の
概
要
を
把
握
し
た
。
　
「
教
師
主
導
の
学
習
指
導
」
は
、
教
師
主
導
で
は
あ
る
が
、
鑑
賞
に
お
け
る
作
者
の
位
置
付
け
の
解
明
の
試
み
、
教
材
の
開
発
、
中
国
文
学
の
理
念
に
基
づ
く
鑑
賞
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
、
対
比
を
導
入
し
た
漢
詩
と
和
歌
の
理
解
学
習
な
ど
の
授
業
を
拓
く
試
み
が
窺
え
る
。「
表
現
活
動
を
取
り
入
れ
た
教
師
主
導
の
学
習
指
導
」
は
、
漢
詩
の
理
解
・
鑑
賞
か
ら
漢
詩
創
作
へ
と
い
う
関
連
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
。「
表
現
を
取
り
入
れ
た
主
体
的
学
習
指
導
」
で
は
、
教
材
開
発
が
な
さ
れ
、
訳
詩
（
短
歌
創
作
）・
イ
メ
ー
ジ
画
・
鑑
賞
文
作
成
と
い
っ
た
活
動
と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
学
習
、
問
題
解
決
的
学
習
な
ど
主
体
的
な
協
働
的
学
習
が
組
み
込
ま
れ
た
学
習
指
導
が
見
ら
れ
た
。
　
主
体
的
学
習
に
関
し
て
は
、
昭
和
三
〇
年
代
、
四
〇
年
代
か
ら
追
求
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
一
九
七
八
年
版
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
を
受
け
て
授
業
改
善
を
求
め
る
教
師
の
間
で
は
加
速
化
さ
れ
て
い
る
と
見
え
る
。
漢
詩
指
導
に
お
い
て
表
現
に
結
び
つ
け
る
実
践
は
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
見
ら
れ
、
そ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
理
解
と
表
現
の
関
連
指
導
を
打
ち
出
し
た
学
習
指
導
要
領
の
影
響
も
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。
4　
観
点
別
の
考
察
結
果
　
考
察
の
観
点
か
ら
実
践
を
と
ら
え
る
と
、
次
の
こ
と
が
言
え
る
。
⑴　
漢
文
観
：
漢
文
を
歴
史
の
重
み
に
耐
え
て
き
た
古
典
と
し
、
自
国
の
文
化
・
伝
統
に
対
す
る
関
心
や
理
解
を
深
め
る
こ
と
、
国
際
理
解
・
国
際
協
調
の
精
神
の
育
成
に
資
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
漢
文
は
、
簡
潔
で
力
強
く
、
リ
ズ
ム
感
が
あ
り
、
明
瞭
で
含
蓄
が
あ
り
、
明
確
な
論
理
性
を
持
ち
、
生
徒
を
引
き
つ
け
る
魅
力
が
あ
る
と
す
る
漢
文
観
が
窺
え
た
。
⑵　
興
味
・
関
心
・
問
題
意
識
の
喚
起
：
考
察
し
た
実
践
の
多
く
が
意
図
し
て
喚
起
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
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⑶　
学
習
材
の
開
発
・
編
成
：
一
部
（
大
塚
美
枝
子
の
実
践
な
ど
）
に
は
見
え
る
が
、
教
科
書
教
材
を
基
に
し
た
も
の
が
多
い
。
⑷　
主
体
的
学
習
の
保
証
：
上
記
の
と
お
り
、
観
点
⑵
に
基
づ
く
主
体
的
学
習
の
追
求
が
窺
え
る
。
⑸　
付
け
る
べ
き
読
む
力
の
設
定
：
一
部
（
松
平
隆
子
の
実
践
）
に
は
言
葉
の
力
を
付
け
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
多
く
の
実
践
は
単
語
の
意
味
理
解
、
句
法
理
解
か
ら
訓
読
す
る
力
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
⑹　
協
働
的
学
習
：
一
部
（
笠
井
幸
博
の
実
践
）
の
授
業
の
中
に
協
働
的
学
習
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
指
導
過
程
に
意
識
的
に
設
定
し
て
い
る
実
践
は
少
な
い
。
⑺　
創
造
的
読
み
と
批
評
：
創
造
的
な
表
現
を
と
お
し
て
読
み
を
深
め
る
実
践
は
多
い
。
鑑
賞
文
に
は
批
評
も
窺
え
る
。
⑻　
学
習
者
に
よ
る
批
評
を
通
し
た
内
化
：
創
造
的
な
表
現
に
内
化
の
過
程
が
窺
え
る
が
、
批
評
を
通
し
た
内
化
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
で
は
な
い
。
　
今
後
は
、
さ
ら
に
対
象
と
時
代
を
広
げ
て
考
察
を
加
え
る
と
と
も
に
、
作
品
・
分
野
別
漢
文
教
育
実
践
史
の
研
究
を
進
め
た
い
。
注
（
1
）
本
観
点
は
、
古
典
（
古
文
）
教
育
実
践
の
考
察
の
観
点
と
し
て
用
い
た
。
渡
辺
春
美
『「
関
係
概
念
」
に
基
づ
く
古
典
教
育
の
研
究
―
古
典
教
育
活
性
化
の
た
め
の
基
礎
論
と
し
て
―
』（
二
〇
一
八
年
二
月　
溪
水
社　
二
三
三
頁
参
照
）
今
回
、
新
た
に
「
漢
文
観
」
を
加
え
た
。
（
2
）
水
沢
利
忠
「
編
集
後
記
」（『
新
し
い
漢
文
教
育
』
創
刊
号　
一
〇
八
五
年
一
〇
月　
一
六
四
頁
）
（
3
）
中
村
璋
八
「
編
集
後
記
」（『
新
し
い
漢
字
漢
文
教
育
』
一
九
九
八
年
五
月　
全
国
漢
文
教
育
学
会　
一
〇
八
頁
）　
（
4
）
全
国
漢
文
教
育
学
会
「
会
誌
」
　
（http://w
w
w
.zenkankyo.gr.jp/kaisi/index.htm
）
（
5
）
馬
淵
和
夫
編
『
改
訂　
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
の
展
開　
国
語
科
編
』（
一
九
七
八
年
九
月　
明
治
図
書　
七
九
頁
参
照
）
（
6
）
北
川
茂
治
・
市
川
菊
雄
編
著
『
改
訂　
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
の
展
開　
国
語
科
編
』（
一
九
九
〇
年
六
月　
明
治
図
書　
一
二
五
頁
参
照
）
（
7
）
渡
辺
雅
之
「
漢
詩
教
材
の
鑑
賞
と
作
者
と
の
関
係
―
『
江
雪
』
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
一
三
号　
一
九
九
一
年
一
二
月　
全
国
漢
文
教
育
学
会　
五
六
頁
）
（
8
）
大
塚
美
枝
子
「
古
典
Ⅱ
漢
文
に
お
け
る
漢
詩
の
指
導
―
他
教
科
と
の
関
連
と
、
広
が
り
を
持
た
せ
る
授
業
―
」（
二
七
号　
一
九
九
八
年
一
一
月　
全
国
漢
文
教
育
学
会　
六
七
頁
）
（
9
）
注
8
に
同
じ
（
七
〇
頁
参
照
）
（
10
）
注
8
に
同
じ
（
七
四
頁
）
（
11
）
塚
田
勝
郎
「
公
開
研
究
授
業
報
告
―
第
一
七
回
全
国
漢
文
教
育
学
会
大
会
―
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
た
唐
詩
の
指
導
）」（
三
二
号　
二
〇
〇
一
年
一
一
月　
全
国
漢
文
教
育
学
会　
五
七
頁
）
（
12
）
長
谷
川
国
男
「
漢
文
の
授
業
を
め
ぐ
っ
て
」（
六
号　
一
九
八
八
年
四
月　
全
国
漢
文
教
育
学
会　
四
九
頁
）
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（
13
）
高
屋
定
房
「
高
校
『
古
典
講
読
』（
二
年
）
で
の
実
践
報
告
―
静
夜
思
・
絶
句
―
」（
二
九
号　
一
九
九
九
年
一
一
月　
全
国
漢
文
教
育
学
会　
五
九
頁
）
（
14
）
注
13
に
同
じ
（
五
九
頁
）
（
15
）
注
13
に
同
じ
（
六
八
頁
）
（
16
）
笠
井
幸
博
「
表
現
指
導
の
一
つ
の
試
み
―
漢
文
を
短
歌
に
し
て
み
た
ら
―
」（
二
六
号　
一
九
九
八
年
五
月　
全
国
漢
文
教
育
学
会　
三
七
頁
）
（
17
）
注
16
に
同
じ
（
三
五
頁
）
（
わ
た
な
べ　
は
る
み
・
京
都
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
子
大
学
）
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